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1
は
じ
め
に

　
我
が
国
の
国
土
の
多
く
は
山
岳
や
丘
陵
が
占
め
、
利
用

で
き
る
土
地
を
確
保
す
る
た
め
に
埋
立
て
や
盛
土
が
多

く
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
人
工
地
盤
が
ほ
ぼ
全
国
に
分
布
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
建
造
物
の
基
礎
と
し
て
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
な
い
軟
弱
地
盤
の
場
合
が
多
い
こ
と
か

ら
、
近
年
頻
発
す
る
地
震
・
豪
雨
・
洪
水
に
対
す
る
地
盤

災
害
を
防
ぐ
た
め
、
構
造
物
基
礎
の
地
耐
力
を
高
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
お
み
建
設
は
、
海
洋
土
木
・
陸
上
土
木
・
地
盤
改
良

の
技
術
を
中
核
に
し
た
建
設
技
術
を
保
有
し
実
績
を
築

い
て
き
ま
し
た
。
地
盤
改
良
の
分
野
に
お
い
て
は
、
大
型

の
海
上
S
C
P
（Sand

Com
paction

Pile

　
サ
ン
ド
コ

ン
パ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
：
以
下
S
C
P
と
呼
ぶ
）
船
を
保

有
す
る
と
と
も
に
、
陸
上
で
の
地
盤
改
良
に
お
い
て
も

種
々
の
技
術
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
陸
上
地
盤
改
良
に
お
け
る
静
的
締
固
め
砂

杭
工
法
と
大
口
径
相
対
撹
拌
深
層
混
合
処
理
工
法
お
よ

び
陸
上
地
盤
改
良
工
法
を
見
え
る
化
し
高
効
率
・
高
精
度

な
施
工
を
実
現
し
た
I
C
T
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

2  

静
的
締
固
め
砂
杭
工
法

「K
S-EG

G
-SE

工
法
」

N
ETIS

登
録
技
術K

TK
-180001-A

K
S-EGG-SE

工
法
は
、
振
動
騒
音
を
与
え
ず
原
地
盤

中
に
締
固
め
砂
杭
を
造
成
す
る
こ
と
で
、
緩
い
砂
質
土
地

盤
を
締
め
固
め
て
密
度
を
増
大
さ
せ
る
S
C
P
工
法
の

一
つ
で
、
近
年
で
は
液
状
化
対
策
と
し
て
の
需
要
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

S
C
P
工
法
は
、原
地
盤
中
に
ケ
ー
シ
ン
グ
パ
イ
プ（
中

空
管
）
を
貫
入
し
、
引
抜
き
時
に
パ
イ
ル
材
（
砂
ま
た
は

類
似
材
料
）
を
排
出
し
、
そ
れ
を
再
び
打
戻
す
こ
と
で
拡

径
を
行
い
、
締
め
固
ま
っ
た
砂
杭
を
造
成
す
る
こ
と
で
原

地
盤
密
度
を
増
加
さ
せ
る
工
法
で
す
。

　
図
1
左
の
よ
う
に
、
従
来
の
S
C
P
工
法
は
ケ
ー
シ
ン

軟弱地盤改良工法と
その見える化技術について

あおみ建設株式会社　技術事業本部　技術管理部部長 大古利　勝己
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グ
パ
イ
プ
の
貫
入
・
引
抜
き
・
パ
イ
ル
材
の
排
出
に
、
ケ
ー

シ
ン
グ
パ
イ
プ
上
部
に
取
り
付
け
た
バ
イ
ブ
ロ
ハ
ン
マ
の

起
振
力
（
振
動
）
を
使
用
し
て
お
り
振
動
式
（
動
的
）

S
C
P
工
法
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
施
工
場

所
と
し
て
病
院
・
学
校
・
市
街
地
周
辺
で
の
施
工
が
求
め

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
、
振
動
・
騒
音
が
発
生
す
る
振

動
式
S
C
P
工
法
で
の
施
工
が
困
難
と
な
る
場
合
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
背
景
に
、
当
社
が
開
発
し
た

K
S-EGG-SE

工
法
（
図
1
右
）
は
、
地
中
に
回
転
駆
動

装
置
（
電
動
式
オ
ー
ガ
ー
）
と
押
込
み
ウ
ィ
ン
チ
を
組
み

合
わ
せ
た
回
転
貫
入
装
置
に
よ
り
、
ケ
ー
シ
ン
グ
パ
イ
プ

を
振
動
と
騒
音
を
発
生
さ
せ
ず
静
的
に
所
定
深
度
ま
で
貫

入
を
行
い
、
パ
イ
ル
材
の
排
出
・
打
戻
し
・
拡
径
に
よ
っ

て
砂
杭
を
造
成
す
る
こ
と
で
、
原
地
盤
を
締
め
固
め
る
振

動
・
騒
音
が
発
生
し
な
い
環
境
に
配
慮
し
た
静
的
締
固
め

砂
杭
工
法
で
す
（
図
2
参
照
）。

　
ケ
ー
シ
ン
グ
パ
イ
プ
先
端
に
は
、
原
地
盤
と
の
周
面
摩

擦
を
軽
減
す
る
特
殊
形
状
の
ヘ
ッ
ド
を
装
備
し
、
打
設
箇

所
に
多
少
の
障
害
物
（
礫
等
）
や
硬
い
層
（
最
大
N
値

三
〇
程
度
の
箇
所
あ
る
い
は
N
値
二
五
未
満
の
連
続
層
）

が
存
在
し
て
も
貫
入
が
可
能
で
す
。

3  

大
口
径
相
対
撹
拌
深
層
混
合
処
理
工
法

「K
S-S・

M
IX

工
法
」

K
S-S・

M
IX

工
法
は
、
深
層
混
合
処
理
工
法
に
お
け

る
相
対
撹
拌
工
法
（
φ
一
六
〇
〇
㎜ 〜
φ
二
〇
〇
〇
㎜ ・

単
軸
）
で
あ
り
、
外
側
の
撹
拌
翼
と
内
側
の
撹
拌
翼
と
の

相
対
撹
拌
に
よ
り
平
面
的
撹
拌
か
ら
立
体
的
撹
拌
混
合
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
優
れ
た
撹
拌
性
能
に
よ
り
、
撹
拌
混
合
時
に
お
け

る
共
回
り
、
連
れ
回
り
現
象
を
防
止
し
て
、
バ
ラ
ツ
キ
の

無
い
高
品
質
な
改
良
体
を
造
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
図
3
の
よ
う
に
、
外
側
の
撹
拌
翼
と
内
側
の
撹
拌
翼
と

が
相
対
的
（
逆
方
向
：
時
計
回
り
と
反
時
計
回
り
）
に
回

転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
掘
削
土
が
撹
拌
翼
と
一
緒
に
回
転

し
、
固
化
材
ス
ラ
リ
ー
と
混
合
さ
れ
な
い
現
象
を
防
ぎ
、

バ
ラ
ツ
キ
の
な
い
改
良
体
を
造
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
外
側
の
撹
拌
翼
に
鉛
直
翼
が
あ
る
こ
と
で
回
転

時
は
カ
ゴ
状
に
な
り
、
そ
の
内
側
で
相
対
撹
拌
に
よ
り
混

合
で
き
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
に
与
え
る
影
響
を
低
減
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

4  

I
C
T（
情
報
化
技
術
）を
用
い
た

地
盤
改
良

　
地
盤
改
良
工
事
は
原
地
盤
の
中
を
改
良
す

る
た
め
施
工
状
況
を
目
視
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
施
工
位

置
へ
の
移
動
や
施
工
に
つ
い
て
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
に
依
存
す
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
I
C
T
対
応
の
施
工
管
理
装
置

（
位
置
誘
導
シ
ス
テ
ム
・
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
）

を
開
発
し
、
外
部
監
視
シ
ス
テ
ム
・
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
に
て
出
来
形
・
品
質
管
理
を
可
視
化

す
る
こ
と
で
高
品
質
な
施
工
を
可
能
に
す
る

と
と
も
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
オ
ペ
レ
ー

タ
の
労
力
軽
減
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

図 2　施工サイクル図（KS-EGG-SE工法）

図 4　施工サイクル図（KS-S・MIX工法）

図 3　KS-S・MIX工法　相対撹拌翼
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1
は
じ
め
に

　
我
が
国
の
国
土
の
多
く
は
山
岳
や
丘
陵
が
占
め
、
利
用

で
き
る
土
地
を
確
保
す
る
た
め
に
埋
立
て
や
盛
土
が
多

く
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
人
工
地
盤
が
ほ
ぼ
全
国
に
分
布
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
建
造
物
の
基
礎
と
し
て
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
な
い
軟
弱
地
盤
の
場
合
が
多
い
こ
と
か

ら
、
近
年
頻
発
す
る
地
震
・
豪
雨
・
洪
水
に
対
す
る
地
盤

災
害
を
防
ぐ
た
め
、
構
造
物
基
礎
の
地
耐
力
を
高
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
お
み
建
設
は
、
海
洋
土
木
・
陸
上
土
木
・
地
盤
改
良

の
技
術
を
中
核
に
し
た
建
設
技
術
を
保
有
し
実
績
を
築

い
て
き
ま
し
た
。
地
盤
改
良
の
分
野
に
お
い
て
は
、
大
型

の
海
上
S
C
P
（Sand

Com
paction
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サ
ン
ド
コ

ン
パ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
：
以
下
S
C
P
と
呼
ぶ
）
船
を
保

有
す
る
と
と
も
に
、
陸
上
で
の
地
盤
改
良
に
お
い
て
も

種
々
の
技
術
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
陸
上
地
盤
改
良
に
お
け
る
静
的
締
固
め
砂

杭
工
法
と
大
口
径
相
対
撹
拌
深
層
混
合
処
理
工
法
お
よ

び
陸
上
地
盤
改
良
工
法
を
見
え
る
化
し
高
効
率
・
高
精
度

な
施
工
を
実
現
し
た
I
C
T
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

2  

静
的
締
固
め
砂
杭
工
法

「K
S-EG

G
-SE

工
法
」
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技
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K
S-EGG-SE

工
法
は
、
振
動
騒
音
を
与
え
ず
原
地
盤

中
に
締
固
め
砂
杭
を
造
成
す
る
こ
と
で
、
緩
い
砂
質
土
地

盤
を
締
め
固
め
て
密
度
を
増
大
さ
せ
る
S
C
P
工
法
の

一
つ
で
、
近
年
で
は
液
状
化
対
策
と
し
て
の
需
要
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

S
C
P
工
法
は
、原
地
盤
中
に
ケ
ー
シ
ン
グ
パ
イ
プ（
中

空
管
）
を
貫
入
し
、
引
抜
き
時
に
パ
イ
ル
材
（
砂
ま
た
は

類
似
材
料
）
を
排
出
し
、
そ
れ
を
再
び
打
戻
す
こ
と
で
拡

径
を
行
い
、
締
め
固
ま
っ
た
砂
杭
を
造
成
す
る
こ
と
で
原

地
盤
密
度
を
増
加
さ
せ
る
工
法
で
す
。

　
図
1
左
の
よ
う
に
、
従
来
の
S
C
P
工
法
は
ケ
ー
シ
ン

軟弱地盤改良工法と
その見える化技術について

あおみ建設株式会社　技術事業本部　技術管理部部長 大古利　勝己
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グ
パ
イ
プ
の
貫
入
・
引
抜
き
・
パ
イ
ル
材
の
排
出
に
、
ケ
ー

シ
ン
グ
パ
イ
プ
上
部
に
取
り
付
け
た
バ
イ
ブ
ロ
ハ
ン
マ
の

起
振
力
（
振
動
）
を
使
用
し
て
お
り
振
動
式
（
動
的
）

S
C
P
工
法
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
施
工
場

所
と
し
て
病
院
・
学
校
・
市
街
地
周
辺
で
の
施
工
が
求
め

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
、
振
動
・
騒
音
が
発
生
す
る
振

動
式
S
C
P
工
法
で
の
施
工
が
困
難
と
な
る
場
合
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
背
景
に
、
当
社
が
開
発
し
た

K
S-EGG-SE

工
法
（
図
1
右
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は
、
地
中
に
回
転
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動

装
置
（
電
動
式
オ
ー
ガ
ー
）
と
押
込
み
ウ
ィ
ン
チ
を
組
み

合
わ
せ
た
回
転
貫
入
装
置
に
よ
り
、
ケ
ー
シ
ン
グ
パ
イ
プ

を
振
動
と
騒
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を
発
生
さ
せ
ず
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的
に
所
定
深
度
ま
で
貫
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を
行
い
、
パ
イ
ル
材
の
排
出
・
打
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し
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拡
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に
よ
っ

て
砂
杭
を
造
成
す
る
こ
と
で
、
原
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盤
を
締
め
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・
騒
音
が
発
生
し
な
い
環
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に
配
慮
し
た
静
的
締
固
め

砂
杭
工
法
で
す
（
図
2
参
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）。
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シ
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パ
イ
プ
先
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、
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と
の
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面
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）
で
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、
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の
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翼
と
内
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の
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拌
翼
と
の

相
対
撹
拌
に
よ
り
平
面
的
撹
拌
か
ら
立
体
的
撹
拌
混
合
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
優
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た
撹
拌
性
能
に
よ
り
、
撹
拌
混
合
時
に
お
け

る
共
回
り
、
連
れ
回
り
現
象
を
防
止
し
て
、
バ
ラ
ツ
キ
の

無
い
高
品
質
な
改
良
体
を
造
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
図
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の
よ
う
に
、
外
側
の
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に
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が
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と
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回
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と
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な
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現
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を
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、

バ
ラ
ツ
キ
の
な
い
改
良
体
を
造
成
す
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こ
と
が
可
能
で
す
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ま
た
、
外
側
の
撹
拌
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に
鉛
直
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が
あ
る
こ
と
で
回
転

時
は
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状
に
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り
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そ
の
内
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で
相
対
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拌
に
よ
り
混
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で
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る
こ
と
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ら
、
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に
与
え
る
影
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を
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る
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が
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。
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情
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を
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め
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工
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を
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確
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る
こ
と
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で
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ん
。
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で
は
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位

置
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の
移
動
や
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に
つ
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て
は
、
オ
ペ
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ー

タ
に
依
存
す
る
部
分
が
ほ
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ど
で
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た
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で
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の
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管
理
装
置
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・
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
）

を
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、
外
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ム
・
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ド
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に
て
出
来
形
・
品
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管
理
を
可
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化
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る
こ
と
で
高
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な
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工
を
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に
す
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と
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導
シ
ス
テ
ム
・
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
）

を
開
発
し
、
外
部
監
視
シ
ス
テ
ム
・
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
に
て
出
来
形
・
品
質
管
理
を
可
視
化

す
る
こ
と
で
高
品
質
な
施
工
を
可
能
に
す
る

と
と
も
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
オ
ペ
レ
ー

タ
の
労
力
軽
減
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

図 2　施工サイクル図（KS-EGG-SE工法）

図 4　施工サイクル図（KS-S・MIX工法）

図 3　KS-S・MIX工法　相対撹拌翼
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現 場
代 理 人
レポート

　本地区は、和歌山市東部に位置し、
長期に渡って、水田を主体として栄え
た豊かな農業地帯です。広大な田畑の
周囲には、無数の用水路、排水路が設
置されていますが、近年の気象変状に
伴うゲリラ豪雨の影響により、抜本的
な水路再開発が計画されてきました。
　本工事は、千旦住宅地区内に推進管
路を埋設するための到達立坑を築造す
る工事です。立坑は、内径φ7.0m、壁
高H=19.0mのオープン圧入ケーソン
工法を選定しており、近接する家屋を
考慮した影響遮断壁がL=10.0mの鋼矢
板にて計画されています。
　工事は、同時発注されている水路工事や樋門工事等の別工事との関連調整を実施しながらの工程
管理となっており、また、周辺家屋との離隔、幅員が狭いものの、比較的交通量の多い搬入動線か
らの機材搬入等の作業環境による課題が山積みとなっていますが、近隣住民の方に御理解を得なが
ら工事を進めていくことが重要となっています。工事は、現在、影響遮断壁の鋼矢板打設を完了し、
9月から本格的にケーソン工事に着手していくこととなり、大型機械による作業が主体となってき
ますが、作業所全体が一丸となり、工期内、無事故・無災害に努めてまいります。

令和3年度
和歌山平野農地防災事業
千旦放水路（その2）工事

監督職員

（写真右） 近畿農政局和歌山平野農地防災事業所

工事第一課長　松下　敏彦
現場代理人

（写真左） 株式会社竹中土木

千旦放水路（その 2）工事作業所 鶴岡　逸郎

監督職員からのエール

　千旦放水路は、紀の川左岸地域の湛水被害を軽減するための重要な水路で、本工事は推進
区間の到達立坑を施工する工事です。本工事の下流側では、樋門工事（国土交通省支出委任）
や水路工事（ボックスカルバート等）を施工中で、これらの工事と現場が錯綜すること及び工
事現場周辺には住宅やマンションが建ち並び、騒音や振動には特に注意が必要な現場となっ
ています。
　現場代理人の鶴岡所長は、制約条件の多い現場内で施工するため、他工事との綿密な調整
や工事への関心が高い周辺住民の方々に対し、丁寧な説明により適切に対応していただいて
いるところです。
　千旦放水路が完成することで周辺地域の湛水被害を軽減する効果は大きく、地元からも大
きな期待が寄せられています。今後も、周辺住民の方々とのコミュニケーションを図りなが
ら、事故がないよう安全第一で工事を進めてい
ただきたいと思います。

1 

位
置
誘
導
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
（
図
5
参
照
）

　
位
置
誘
導
シ
ス
テ
ム
はGN

SS

（Global N
avigation 

Satellite System
 

衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て

施
工
機
を
打
設
位
置
に
誘
導
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
従
来

は
、
施
工
位
置
を
明
示
す
る
た
め
杭
芯
測
量
に
よ
り
目
印

を
設
置
し
、
誘
導
員
の
指
示
に
よ
り
打
設
位
置
（
杭
芯
位

置
）
ま
で
施
工
機
を
誘
導
し
て
い
ま
し
た
が
、
位
置
誘
導

シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
で
、
施
工
機
オ
ペ
レ
ー
タ
が
モ

ニ
タ
ー
を
確
認
し
、
自
ら
の
判
断
で
移
動
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
工
完
了
箇
所
が
位
置
誘
導
シ
ス
テ
ム
の
モ
ニ

タ
ー
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
さ
れ
る
た
め
、
進
捗
状
況

を
確
認
で
き
、
確
実
に
次
の
施
工
位
置
に
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
同
じ
杭
を
施
工
す
る
等
の
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
止
で
き
ま
す
。

　
位
置
誘
導
シ
ス
テ
ム
は
次
に
述
べ
る
施
工
管
理
シ
ス
テ

ム
と
ワ
ン
モ
ニ
タ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
所
定
の
許
容

範
囲
内
に
入
ら
な
け
れ
ば
施
工
モ
ー
ド
に
移
行
し
な
い
た

め
、
正
確
な
位
置
管
理
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

2 

施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
は
施
工
に
必
要
な
情
報
を
モ
ニ

タ
ー
を
通
し
て
オ
ペ
レ
ー
タ
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
施
工
中
は
、
施
工
杭
の
仕
様
が
モ
ニ
タ
ー
に
模
式
図
と

し
て
表
示
さ
れ
、
施
工
杭
お
よ
び
施
工
状
況
の
確
認
が
で

き
ま
す
。
杭
下
端
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
着
底
条
件
を
設

定
す
る
こ
と
で
着
底
基
準
（
深
度
・
電
流
値
・
速
度
等
）

を
シ
ス
テ
ム
が
監
視
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

3 

施
工
監
視
・
施
工
管
理
に
つ
い
て
（
図
6
参
照
）

　
位
置
誘
導
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら

出
力
さ
れ
る
情
報
は
、
現
場
サ
ー
バ
ま
た
は
ク
ラ
ウ
ド
で

処
理
さ
れ
、
現
場
や
現
場
事
務
所
等
のiPad

な
ど
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
ま
た
は
P
C
（
以
下
、
外
部
端
末
）
で
位

置
誘
導
状
況
・
作
業
状
況
・
施
工
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
管
理
・
確
認
で
き
ま
す
。

4 

品
質
・
出
来
形
管
理
（
図
7
参
照
）

　
施
工
完
了
後
は
、進
捗
状
況
（
2
D
）・
出
来
形
（
3
D
）

を
外
部
端
末
で
表
示
で
き
ま
す
。

　
進
捗
状
況
は
、
施
工
し
た
曜
日
ご
と
に
着
色
す
る
こ
と

で
日
々
の
進
捗
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
出
来
形
表
示
は
、
電
流
値
や
流
量
等
に
よ
り
着
色
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

5 

通
信
環
境

　
通
信
状
況
が
悪
く
無
線
L
A
N
ま
た
は
有
線
L
A
N
等

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
構
築
で
き
な
い
現
場
で
も
、

現
場
サ
ー
バ
と
施
工
管
理
装
置
と
を
現
場
内
L
A
N

を
用
い
て
構
築
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ド
使
用
時
と

同
様
の
管
理
が
可
能
で
す
。

5 

お
わ
り
に

　
地
盤
改
良
工
事
は
施
工
条
件
・
周
辺
環
境
等
に
対

応
し
た
多
種
多
様
な
工
法
が
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
I
C
T
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
生
産
性
向

上
・
高
品
質
・
高
精
度
を
さ
ら
に
図
り
、
信
頼
性
の

高
い
地
盤
改
良
工
法
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
現
場
環
境
向
上

を
I
C
T
技
術
に
よ
り
立
ち
合
い
・
測
量
・
検
査
方

法
を
簡
素
化
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
・
人
員
の
削
減
・
作
業
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
行

き
ま
す
。

図 5　移動画面（位置誘導システム）

図 6　外部端末による確認状況

図 7　2D・3D表示画面 　

【目標杭の指定】

【移動状況】
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